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　ｌｌ
　　１１
　ｏｌｌ
　０５１１１
　　ｌて。英語

及
び
日
本
語
の
ホ
ー
ム
ベ
～
ジ
で
、
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る
・
名
前

を
「
崎
村
茂
樹
（
さ
き
む
ら
・
し
げ
き
ご
と
い
う
・

１
崎
村
茂
樹
と
い
う
経
済
学
者
を
知
り
ま
せ
ん
か
？

私
は
い
ま
、
二
〇
世
紀
を
生
き
た
あ
る
日
本
人
の
軌
跡
を
追
っ
て
、

１
　１１　ｏｌ　　ｌ　１１１１　　ｌ　　ｌ　０１１１　ｌ
　　ｌ　　ｌ　　ｌ　　１　１ＬＦ　

か
学
術
論
文
は
あ
る
。
戦
後
も
拓
勉
大
学
教
授
・
東
京
理
科
大
学
教
授
を
つ

と
め
、
当
時
と
し
て
は
最
先
端
の
工
業
特
許
や
知
的
所
有
権
の
研
究
・
教
吟

こＭＩＭ
　Ｄ２ＨＮ
　ＯＯ
　ｙｉ
　

束
京
で
一
九
〇
九
年
に
生
ま
れ
、
一
九
八
二
年
に
没
し
た
。
戦
前
日
本
で

束
京
帝
国
大
学
農
学
部
講
師
（
農
業
経
済
専
攻
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
い
く
つ
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即
ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン

タ
ー
訓
査
部
長
桑
原
節
子
氏
、
京
都
大
学
文
書
館
助
教
福
家
崇
洋
氏
に
ご
１

ｒｕｏｌＨＩＨＩ
　Ｈｌ
　ｙ
　Ｅ
　　１

：
；
１
；
；
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｊ
．
た
ガ
ド
イ
ツ
ｗ
ｍ
は
丸

山
政
男
と
同
じ
く
上
智
大
学
ョ
ハ
ネ
ス
ー
ク
ラ
ウ
ス
神
父
に
学
ん
だ
・

１１ＱｌｌＬ１１
　１
　ｔｉｚｚｌｔ

ッ
シ
ョ
化
の
一
翼
を
担
う
荒
木
光
太
郎
教
授
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
】

ｙ
　　　ｌ　０１１　１
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１
　１１１１
１０１１　　ｌｌｌ　　ｉｉｌ　ｌ
　ｌｌ　　１１１
１
　ｌ
　Ｉ
　の研究・
教育

に
た
ず
さ
わ
っ
た
か
ら
、
そ
の
方
面
で
知
っ
て
い
る
人
は
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
語
学
の
天
才
で
も
あ
っ
た
。
経
済
学
の
師
は
戦
時
東
大
経
済
学
部
フ
ア

ツ’／ｉＥ
　ｉＨ５
　１
　１
　ＳＦＤｉ一・’̶
-。

以
下
の
資
料
収
集
と
リ
ス
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
前
ベ
ル
リ
ン

と
り
あ
え
ず
、
研
究
者
と
し
て
の
崎
村
茂
樹
の
概
要
を
示
し
て
お
こ
う
。

‘

Ｊ

Ｔ

氏

に

ご

協

力
い
た
だ
い
た
。
こ
の
ほ
か
の
著
作
・
論
文
な
い
し
消
息
を
ご
序
じ
の
方
は
、

ぜひ筆者（ＷＷＷ３
　　１１１１１１５０１１１
　　１１１１１１１まで連絡してほしい。
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一
九
三
六
年
「
ア
メ
リ
カ
銀
政
策
の
発
展
」
（
「
財
政
経
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
１
１
１
１
１
１
１
.
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
二

号
」
、
「
ア
メ
リ
カ
銀
政
策
の
本
質
と
意
義
」
（
「
束
ぎ
第
ハ
巻
七
号
」

Ｅ
　
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｔ
ｎ
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一
九
三
七
年
「
オ
ー
ブ
ン
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ー
オ
ペ
レ
ー
シ

ーーーーーー
崎
村
茂
樹
著
作
・
論
文
一
覧
（
ニ
○
二
年
七
月
現
在
、
筆
者
作
成
）

一
九
三
三
年
「
満
州
農
作
物
の
銀
資
金
日
満
経
済
発
展
の
視
点
に
立
ち

て
」
（
「
農
業
経
済
研
Ｒ
Ｈ
Ｅ
九
巻
四
号
」

一
九
三
五
年
「
農
家
負
債
問
題
の
検
討
」
（
「
財
政
経
済
時
Ｉ
Ｄ
ａ
　
ニ
ニ
巻
八
号
」

Ｎｍｕhttp://www.ｉ.-..`″・

一
一
・
一
三
号
）
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ー
ラ
ウ
レ
ス
著
『
ス
コ
ラ
学
派
の
貨
幣
論
』
（
翻
訳
、

有
斐
閣
）
、
「
農
村
人
口
移
動
の
階
級
性
と
そ
の
社
會
経
済
的
諸
要
因
福
井

躯
下
農
村
調
査
中
同
報
告
」
（
京
野
正
樹
・
神
谷
慶
治
と
共
著
、
「
袋
業
経
済
研
究
」

第
二
一
巻
第
四
号
）

ｊ
ｌ
　

　
Ｆ
　

　
ｙ
Ｅ
：
河
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
矛
盾
」

（
「
外
交
時
報
」
第
七
七
七
号
）
、
ご
般
信
用
理
論
に
於
け
る
組
合
信
用
の
地
位
」

（
「
農
業
経
済
研
究
」
第
一
三
ｔ
″
こ
一
号
）
、
「
ハ
イ
エ
ー
ク
の
景
気
理
論
と
利
子
説

-
・
１
’
-
最
近
の
新
学
説
（
１
）
１
（
３
）
」
（
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
第
二
五
巻
一
丁
一

ｊθｊ

ｉ
-
４
！
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一
九
三
八
年
「
紹
介
フ
リ
ッ
ツ
ー
ノ
イ
マ
ル
ク
「
経
済
政
策
の
新
し
き

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
」
（
「
経
済
学
論
槃
」
第
八
巻
四
号
）
、
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

農
業
信
用
’
̶
！
̶
Ｉ
ド
イ
ツ
ー
イ
ン
フ
レ
～
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る
経
験
」
（
「
農
業

；`や
？’ｙｊＱ＆ぶコ１琲１

経
済
研
ｍ
ｍ
　
一
四
巻
二
り
）
、
「
北
支
農
村
経
済
の
諸
問
題
」
（
『
北
支
経
済
開
発
の

脱
水
問
題
』
刀
江
古
院
）
、
「
北
支
の
幣
制
と
農
民
経
済
」
（
「
帝
国
ａ
会
報
」
第
二
八

ぎ
瓦
り
）

一
九
三
九
年
報
告
「
事
変
下
の
農
業
問
題
を
主
題
と
し
て
」
（
「
日
本
諸
学
研

究
報
ｔ
‥
」
第
五
棚
・
継
済
学
）
、
「
農
業
政
策
の
社
会
哲
学
的
基
礎
付
け
へ
の
試

み
（
共
の
Ｉ
・
２
）
」
（
「
食
糧
経
済
」
第
五
巻
一
．
丁
四
号
）
、
「
民
族
主
義
と
農
民
」

（
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
第
一
七
巻
一
六
呼
）
、
「
北
支
の
食
粗
問
題
」
（
北
京
に
て
、
「
食
糧

杯
済
」
第
五
巻
一
一
り
）
、
「
労
働
政
策
と
し
て
の
農
業
政
策
」
（
「
農
業
と
経
済
」

第
六
ぎ
一
～
呼
）

一
九
四
〇
年
「
日
本
農
業
技
術
の
発
展
に
関
す
る
覚
書
」
（
「
農
政
」
第
二
巻

八
り
）
、
「
朝
鮮
農
民
の
内
地
農
村
定
着
」
（
「
人
陸
」
‘
冑
一
巻
八
号
）
、
「
稲
作
に
於

け
る
中
耕
９
除
草
技
術
の
発
展
過
穣
」
（
「
農
業
経
済
研
究
」
第
一
六
巻
三
号
）
、

「
北
女
の
食
糧
問
題
」
（
束
畑
精
一
苫
「
米
」
巾
央
公
論
社
、
付
録
）
、
「
北
満
に
お

け
る
小
作
形
態
の
考
察
」
（
近
藤
康
叫
仙
編
「
佐
藤
寛
治
呻
士
還
暦
記
念
ａ
業
経
済
学

綸
集
」
～
本
評
論
吐
）

一
九
四
一
年
「
闘
印
に
於
け
る
ブ
ラ
ン
テ
イ
シ
ヨ
ン
と
苦
力
政
策
の
問
題
」

（
「
新
亜
細
皿
」
第
ご
巻
一
号
）
、
「
国
策
会
社
と
産
業
組
合
」
（
講
演
記
録
、
「
産
業
組

べ
‥
」
第
四
二
六
呼
）
、
報
告
「
満
州
国
建
設
と
五
族
共
和
」
（
第
三
回
日
独
学
徒
会

縦
、
チ
ロ
ル
）

一
九
五
六
年
「
通
貨
交
換
性
と
貿
易
自
由
化
」
（
「
拓
殖
大
学
論
槃
」
第
　

　
二
号
）

一
九
五
七
年
「
Ｅ
Ｐ
Ｕ
と
通
貨
交
換
性
」
（
「
上
智
経
済
論
槃
」
ｔ
ｌ
一
三
ｔ
作
一
一
二
号
）
、

「
経
営
バ
ー
ト
ナ
ー
シ
ャ
フ
ト
に
つ
い
て
」
（
「
拓
殖
大
学
諭
集
」
第
一
五
号
）
、
フ

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
ス
ー
ゴ
ー
セ
ン
ス
著
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
利
潤
分
配
の
実

際
、
酉
ド
イ
ツ
の
訪
米
視
察
団
報
告
書
」
（
翻
訳
、
日
本
生
産
性
本
部
）
、
「
公
正

旨
金
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ャ
フ
ト
ー
ー
西
独
の
労
使
協
調
は
い
か
に
行
わ
れ
て

い
る
か
」
（
「
経
済
往
来
」
）

一
九
六
〇
年
「
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
研
究
序
説
、
ア
メ
リ
カ
の
反
ト
ラ
ス
ト

法
と
の
関
連
に
お
い
て
」
（
「
拓
勉
大
学
論
槃
」
第
二
五
リ
）

ド
イ
ツ
語
著
作
ｚ
２
ｏ
＆
～
ロ
｀
ｌ
こ
心
Ｂ
Ｆ
ｒ
ｔ
Ｓ
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Ｓ
ぶ
『
。
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ｚ
ぃ
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　ｏｌ日本経済の新編成」、ヴァィマール大学ほか

所
蔵
）
｛
｝
’
ｎ
ｒ
コ
』
ｒ
ａ
ｒ
一
ｉ
Ｊ
Ｉ
こ
ｃ
９
乱
｛
∃
ｌ
ｌ
ｉ
ｎ
ｒ
ｇ
り
２
ａ
ｎ
Ｅ
Ｓ
｀
’
ｉ
゛

ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
　
１
１
　
ｌ
ｌ
　
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
　
ｎ
ｍ
　
ｌ
　
（
「
ナ
チ
ス
時
代
の
ド
ィ
ッ
の
跨
少
年
の

職
業
教
育
」
、
ボ
ン
大
学
フ
ラ
ン
ッ
ー
モ
ク
ラ
ウ
ア
ー
文
庫
所
蔵
）

こ
の
リ
ス
ト
か
ら
、
本
連
載
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ー
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
ｏ
社
会
民
主
主
義
」
と
の
関
係
は
、
読
み
と
れ
る
だ
ろ
う
か
？
た

と
え
ば
一
九
三
七
年
の
共
著
論
文
「
農
村
人
口
移
動
の
階
級
性
と
そ
の
社
會

経
済
的
諸
要
因
」
な
ど
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
方
法
的
影
響
を
見
出
せ
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
他
方
で
、
経
済
自
由
主
義
者
ハ
イ
エ
ク
の
翻
訳
も
行
な
っ

て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
著
作
の
タ
イ
ト
ル
は
、
執
筆
当
時
ド
イ
ツ
で
一
緒
だ
っ

た
笠
信
太
郎
「
日
本
経
済
の
再
編
成
」
（
中
央
公
諭
社
、
一
九
三
九
年
）
を
想
起

さ
せ
る
。
総
じ
て
理
論
紹
介
、
実
証
分
析
が
多
く
、
な
ん
ら
か
の
思
想
的
立

場
・
方
法
的
一
貫
性
は
見
出
し
に
く
い
。
こ
れ
ら
の
学
術
的
仕
事
か
ら
の

「
社
会
民
主
主
義
」
へ
の
接
近
は
難
し
い
。

し
か
し
、
崎
村
茂
樹
の
生
涯
を
追
い
か
け
て
い
く
と
、
社
会
民
主
主
義
と

の
奇
妙
な
接
点
が
見
え
て
く
る
。
以
下
は
、
む
し
ろ
本
誌
を
通
じ
て
情
報
提

供
を
求
め
る
た
め
の
、
崎
村
茂
樹
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
で
接
触
し
た
社
会
民
主
主
義
「
小
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
に
つ
い
て
の

覚
え
轡
き
で
あ
る
。

１１：会民主主義の国際辿帯と生命力ｊｊ
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２
戦
時
在
独
日
本
大
使
館
か
ら
の
「
亡
命
」
者
・
崎
村
茂
樹

政
治
学
者
で
現
代
政
治
・
現
代
史
を
「
悄
報
戦
」
の
観
点
か
ら
研
究
し
て

い
る
私
が
関
心
を
も
つ
の
は
、
経
済
学
者
と
し
て
の
崎
村
茂
樹
の
業
績
や
生

涯
で
は
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
期
及
び
戦
後
占
領
期
の
国
際
情
報
戦
の
な

か
で
彼
が
果
た
し
た
、
数
奇
な
役
割
で
あ
る
。

そ
れ
は
第
　

　
に
、
崎
村
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
四
三
１
四
四
年

に
ベ
ル
リ
ン
の
馳
独
日
本
火
防
館
嘱
託
で
あ
り
な
が
ら
中
立
国
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
「
亡
命
」
し
、
当
時
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ー
タ
イ
ム
ズ
」
「
タ
イ
ム
」

等
辿
介
国
側
メ
デ
ィ
ア
で
「
初
め
て
連
合
国
に
加
わ
ろ
う
と
し
た
日
本
人
」

「
枢
軸
国
の
敗
北
を
初
め
て
公
討
し
た
日
本
人
」
と
報
道
さ
れ
た
、
希
有
な

体
験
の
持
ち
主
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
崎
村
は
　

　

　
九
五
〇
年
に
は
中
国
革
命
直
後
の
北
京
に
住
ん
で
お

り
、
中
国
側
の
資
料
と
当
時
の
日
本
で
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
「
毛
沢
東
暗
殺

未
遂
事
件
」
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
判
明
し
て
い
る
崎
村
の
生
涯
は
お
お
む
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
〇
九
年
、
車
堀
に
生
ま
れ
る
、
高
知
高
等
学
校
理
科
乙
類
か
ら
東
京

帝
人
農
学
部
農
業
経
済
卒
業
。
一
九
一
三
二
年
、
東
京
帝
大
経
済
学
部
荒
木
光

太
郎
教
授
の
助
手
、
の
ち
上
智
大
学
講
師
、
東
大
農
学
部
助
手
・
講
師
。

一
九
四
一
年
、
外
務
省
嘱
託
と
し
て
渡
独
、
独
ソ
戦
開
始
に
よ
り
帰
国
予

定
を
変
更
し
て
残
留
、
日
本
鉄
鋼
統
制
会
ベ
ル
リ
ン
事
務
所
の
嘱
託
と
な
る
。

。
九
四
三
年
、
在
独
日
本
大
使
館
嘱
託
時
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
渡
航
し
て

「
亡
命
」
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
連
合
国
軍
に
も
接
触
。
一
九
四
四
年
、
「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
ー
タ
イ
ム
ズ
」
で
「
枢
軸
国
の
敗
北
を
初
め
て
公
言
し
た
日
本

̶
ｌ
ｊ
ｌ
-
-
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
-
１
１

か
？
③
崎
村
茂
樹
の
一
九
四
ご
丁
四
四
年
「
亡
命
」
は
、
連
合
国
軍
と
の

「
和
平
工
作
」
を
意
味
す
る
か
？
④
い
っ
た
ん
「
亡
命
」
し
た
崎
村
茂
樹

は
、
な
ぜ
ベ
ル
リ
ン
に
戻
り
、
ド
イ
ツ
敗
戦
を
い
か
に
迎
え
た
か
？
⑤
一

九
四
五
年
五
月
ド
イ
ツ
敗
戦
で
、
崎
村
茂
樹
は
、
な
ぜ
日
本
に
戻
ら
ず
、
中

囚
に
向
か
っ
た
の
か
？
⑥
一
九
四
五
年
九
月
以
降
、
崎
村
茂
樹
は
、
な
ぜ

中
国
に
残
り
、
何
を
し
て
い
た
の
か
？

３
崎
村
茂
樹
の
ユ
ダ
ヤ
人
救
出
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
「
亡
命
」

も
と
も
と
崎
村
茂
樹
と
い
う
日
本
人
の
存
在
を
私
が
知
っ
た
の
は
、
五
年

前
、
二
〇
〇
六
年
夏
の
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
映
画
博
物
館
か

ら
、
日
独
関
係
史
研
究
を
英
語
・
ド
イ
ツ
語
で
発
表
し
て
き
た
数
人
の
日
本

人
研
究
者
に
宛
て
て
発
せ
ら
れ
た
、
一
通
の
電
子
メ
ー
ル
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
統
一
後
の
ベ
ル
リ
ン
の
象
徴
と
し
て
作
ら
れ
た

ボ
ツ
ダ
ム
広
場
の
映
画
博
物
館
が
刊
行
し
て
い
る
映
画
人
シ
リ
ー
ズ
に
、
戦

後
四
ド
イ
ツ
の
著
名
な
女
流
映
画
評
論
家
で
あ
っ
た
カ
レ
ー
ナ
・
ニ
ー
ホ
ッ

フＷＩ
　１
　ＷＤｍｍ
Ｈｍ
ｌ
　　ｌ
　　ｉｌ
　ｉｉｌ
　ｌｌ）の評伝が加えられることになった。ユ

ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
彼
女
の
戦
時
遺
品
中
に
、
彼
女
が
一
九
四
二
ｆ
四

三
年
に
日
本
鉄
鋼
統
制
会
ペ
ル
リ
ン
事
務
所
に
勤
務
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
用
食
糧

配
給
券
の
偽
造
で
ナ
チ
ス
ー
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
検
挙
さ
れ
た
さ
い
、
在
独
日
本

人
使
館
嘱
託
で
日
本
鉄
鋼
統
制
会
ベ
ル
リ
ン
事
務
所
の
ア
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る

［
崎
村
茂
樹
］
と
い
う
日
本
人
の
奔
走
と
助
命
嘆
願
書
で
生
命
を
救
わ
れ
、

戦
後
に
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
資
料
が
あ
る
。
そ
の
「
崎
村
茂

樹
」
と
は
何
者
か
を
知
り
た
い
、
と
い
う
問
合
せ
で
あ
っ
た
。

当
時
、
ベ
ル
リ
ン
映
画
博
物
館
か
ら
辿
絡
を
受
け
た
一
橋
大
学
勤
務
の
私
、

東
京
大
学
経
済
学
部
石
見
倣
教
授
、
成
城
大
学
法
学
部
田
嶋
信
雄
教
授
ら
七

ｊ
！
！
！
「
１
衷
考
さ
ね
る
。

一
九
四
五
年
、
ナ
チ
ス
ー
ド
イ
ツ
敗
戦
で
在
欧
日
本
人
一
行
と
共
に
シ
ベ

リ
ア
経
由
満
州
国
へ
、
し
か
し
日
本
に
は
帰
国
せ
ず
長
春
（
当
時
の
新
京
）
滞

在
。
一
九
四
六
年
、
在
中
国
・
長
春
米
国
領
事
館
に
通
訳
・
経
済
分
析
担
当

で勤務
。一九
９Ｘ’
Ｆ、ｌ　ｌ　ｌｉ
ｌ
　ｌ　３１　ｌ　１１
１１１
１
　ｌ　ｉｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｏｌ　ｌ　Ｉ　ｌ　　ｌ
ｏ
　ｌ　ｌ　ｉ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　１１　１　１１　Ｉ　ｌ　ｌ　ｏ

’Ｗｙ
　ｌｉｉ　ｌｉｌ　１
　１
　１
　１
　１
　１
　５１
　ｌｏｌ　１
　ｌｏ
　Ｕａ

国
大
使
館
台
湾
移
転
後
も
北
京
に
残
留
。
一
九
五

’にｘ
ｌｒ
Ｅ`ｉ１Ｉｊ
・-。-

人
」
と
報
道
さ
れ
、
ナ
チ
ス
ー
ゲ
シ
ュ
タ
ボ
と
日
本
大
使
館
の
捜
索
・
拘
束

に
よ
り
ベ
ル
リ
ン
に
強
制
送
還
、
大
使
館
監
視
下
で
軟
禁
さ
れ
る
。

一
Ｌ
１
９
１
Ｆ
ｒ
、
-
-
-
７
、
。

Ｖ
　　ｏｊ　　　１０１　０１１１　　ｏｌｌ　ｌｏ
ｌ
　　ｏｌ　　ｌ　　ｌｌ　　ｌｌ　　　ｏｌｌ　ｏｌｌ　ｏｌ　　ｌ　ｌｌ　　ｏｌ　　ｌ　　ｌｌ　１１１６　　１１　　ｉｉ　１１１１１１　１６　１
　　１１　０１１１１　　１１１１１
１０１１１１１
０１
　　１１　　　
１１１１１１１
１
　３１１１１１
１１１１１　析担当

で
勤
務
。
一
九
四
八
年
、
在
北
京
米
国
総
領
事
館
勤
務
貝
、
北
京
陥
落
・
米

圃
大
使
館
台
湾
侈
拡
灸
’
り
と
ｔ
：
～
。
ｒ
。

一
九
五
五
年
、
拘
束
を
解
か
れ
中
国
か
ら
帰
国
、
矢
部
貞
治
学
長
に
請
わ

れ
て
、
拓
殖
大
学
経
済
学
部
教
授
。
一
九
六
一
年
、
日
本
鉄
鋼
統
制
会
ベ
ル

リ
ン
事
務
所
時
代
の
上
司
八
幡
製
鉄
島
村
哲
夫
常
務
に
請
わ
れ
、
ハ
幡
製
鉄

嘱
託
、
東
京
理
科
大
学
教
授
（
工
業
特
許
担
当
）
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
ー
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
中
国
で
の
一
五
年
問
の
体
験
に
つ
い
て
は
、
帰
国
後
家
族
に

も
ほ
と
ん
ど
語
ら
な
か
っ
た
。
一
九
一
八
二
年
、
食
道
ガ
ン
で
死
去
。

だ
が
、
崎
村
茂
樹
の
生
涯
は
、
謎
だ
ら
け
で
あ
る
。
ご
遺
族
も
、
一
九
四

一
年
の
訪
独
か
ら
五
五
年
の
中
国
か
ら
の
帰
国
ま
で
の
「
空
白
の
一
五
年

間
」
に
つ
い
て
、
詳
し
い
こ
と
を
知
ら
な
い
。
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
フ
不
チ

ズ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
に
は
、
「
崎
村
茂
樹
の
六
つ
の
謎
」
が
か
か
げ
ら
れ
、
現

在も情報提供を求めているＯ
　　ｊ
　ｊｊｏ７ＧＩ
　１１
　０１１１
　ｊ
　ｏｌｌＪ４１１
　　１１
　ｏｌＷｍ
　　ｌ
　　ＲＭＩ
　　ｌ
　０１１１１
　ｉｌ
　５Ｊｉ
　ｏ
　３０１１
　　ｌｌｌ）。

①
若
き
崎
村
茂
樹
は
、
リ
ベ
ラ
ル
左
派
だ
っ
た
の
か
、
親
ナ
チ
右
派
だ
っ

た
の
か
？
・
②
崎
村
茂
樹
は
、
な
ぜ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
「
亡
命
」
し
た
の

　　
０１
　　１
　ｌｌｌ
　　ｌ
　ｏｌｌ
　ｏｌｌ
　　１１
　　ｌ
　　ｏｌ
　　１１
　１
　　ｏｌ
　　ｌｌ
　　ｌｌ
　　ｌ
　　ｌｌ
　　ｌｌｌ　１１
　０１１
　　ｌ
　ｌ
　　ｌｌ
　ｏｌ
　　ｏｌ
　ｏｌ
　ｌ
　　ｏｌｌ　ｉｌ
　　ｏｌｌ　　１１
　　１１
　ｌｌ
　ｄ
　ｌ五〇年、建国直後の
中華

人
民
共
和
国
で
「
米
国
経
済
問
諜
」
と
し
て
逮
捕
さ
れ
禁
固
刑
、
日
本
で
は

「
毛
沢
痰
咳
役
柘
笛
❻
降
卜
。
・
・
Ｉ
ｆ
ｉ
．
-
。

一
１
１
１
-
１
１
-
-
ｊ
ｌ
Ｆ
-
Ｉ
・
ｊ
・
Ｉ
！
ｌ
？
̶
ｌ
！
ｒ
̶

５
　ｊ
　http://www.ｏｌｌ.co.jp
　１０１１１
　　ｌｌｌ
　　１１
　　ｌ
　　０１６１１
　０１１１
　ｏｌｌ
　ｏｌ
　　ｉ
　１１
　　１１
　ｉｌ
　ｏｌ
　ｉ
　ｏｌ
　　ｏｌ
　　ｏｌ
　１１
　ｏｌ
　　１１
　　る（「毎日新聞こ九五
　
　

年
八
月
二
　
　
　
日
」
。
日
本
の
留
守
家
族
は
、
こ
の
報
道
で
初
め
ｔ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
村
茂
樹

が
戦
後
に
生
き
て
い
た
消
息
を
知
る
。

Ｉ
　　　ＯＨ１１
　ｍ

「
毛
沢
東
暗
殺
未
遂
事
件
」
に
連
座
と
報
道
さ
れ

ｊ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｊ
ｒ
Ｊ
・
ｆ

ｔ
ｌ
ｌ
！
ｓ

ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ

人
で
「
崎
村
茂
樹
探
索
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
作
り
、
私
の
個
人
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
ネ
チ
ズ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
を
使
っ
て
、
世
界
中
に
情
報
提
供
を
呼
び
か
け

た
。
即
座
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
崎
村
家
ご
辿
族
や
東
京
大
学

農
学
部
関
係
者
か
ら
も
、
あ
る
程
度
の
悄
報
が
集
ま
っ
た
。

カ
レ
ー
ナ
ー
ニ
ー
ホ
ッ
フ
の
評
伝
は
同
年
中
に
刊
行
さ
れ
た
。
崎
村
の
同

盟
国
日
本
大
使
館
貝
の
地
位
を
利
用
し
た
、
一
九
一
四
三
年
春
当
時
の
助
手
、

ユ
ダ
ヤ
人
女
性
カ
レ
ー
ナ
ー
ニ
ー
ホ
ッ
フ
ヘ
の
助
命
嘆
願
書
を
書
い
て
の
救

援
は
、
カ
レ
ー
ナ
自
身
が
戦
後
に
生
き
残
り
、
嘆
願
書
類
や
写
真
を
残
し
た

こ
と
に
よ
り
、
事
実
と
認
め
ら
れ
た
（
ベ
ル
リ
ン
の
「
シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス

ト
」
「
も
う
一
人
の
杉
原
千
畝
」
-
・
）
。
私
た
ち
の
そ
れ
ま
で
の
、
に
わ
か
づ

くりの調査結果も、同書に盛り込まれた（ｊｌｏ４０１９１１
　　１７１１ｊ
　　ｉ
　１１４０１４１
　１１
　１５１

ｊ
　　　　　　　　　　
　　　　ｊｊ　Ｔｍｊ　ｙＥＩ
　５１
　　１１
　
１１
　　１１１１　　ｙ
　ｌ
　ｏｌ
　　ｏｌｌ　１
　ｌ
　　ｌｌ
　　０１１５　ｌｌｌ
　　８５１　１
　　ｌｉ
　ｉｉ
　ｉ
　　ｌｉ
　　５１１　　１１
　ｉ
　ｉ
　１９０１１　　１１
　　１３１１３１１１
１１１
１１１１
　　ｌｌｉ　ｌｌ
　１１１１　１
　ｌｏｌ
　ｉｌｉｌｉｉ　ｉｉ

旨ａ
㎝
ｌｒ
ｌ
∃ｇ
｀
ｌ
『
ｉ
ｋ
Ｅｏ
ロ
’ａ
＋ｒ
Ｒ
Ｋ
ｉｎ
ｒ
乙ｏ
（
）ａ
）
。

た
だ
し
、
当
初
想
定
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
狂
っ
て
き
た
。
私
た
ち
は
、

崎
村
の
ュ
ダ
ヤ
人
救
援
が
ナ
チ
ス
の
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
に
ら
ま
れ
監
視
さ
れ
る

理
由
と
な
り
、
在
独
日
本
大
使
館
の
狂
信
的
親
独
派
大
島
浩
大
使
と
の
関
係

が
悪
化
し
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
「
亡
命
」
し
た
と
考
え
た
の
だ
が
、
ど
う

も
こ
の
件
で
崎
村
茂
樹
が
処
分
さ
れ
た
り
大
使
館
に
居
づ
ら
く
な
っ
た
と
い

う
形
跡
は
な
か
っ
た
。
四
三
年
九
月
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
行
き
は
、
鉄
鋼
統
制

会
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
「
出
張
」
名
目
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
の
何
人
か
は
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
現
地
調
査
を
行
な
い
、

ド
イ
ツ
連
邦
公
文
書
館
・
外
務
省
史
料
館
や
カ
レ
ー
ナ
ー
ニ
ー
ホ
ッ
フ
家
に

残
さ
れ
た
崎
村
関
係
資
料
の
収
集
、
当
時
の
現
地
新
聞
記
事
や
ベ
ル
リ
ン
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
住
所
・
寄
宿
先
の
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
進
め
た
。

あ
わ
せ
て
探
求
を
、
四
五
年
五
月
ド
イ
ツ
敗
戦
時
の
崎
村
の
ベ
ル
リ
ン
脱
出
、

社会民主圭義の川際連帯と生命力
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シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
山
の
満
州
国
へ
の
入
国
、
日
本
敗
戦
後
長
春
で
の
残
留
、

戦
後
内
戦
期
、
中
国
革
命
時
の
活
勣
へ
と
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
間
報
告

は
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
早
稲
田
大
学
二
〇
世
紀
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
の
公
開

講
演
会
で
評
論
家
佐
藤
優
氏
と
共
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
原
稿
で
行
な
い
、

「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
誌
第
九
号
に
「
情
報
戦
の
な
か
の
「
亡
命
」
知
識

人
ｊ
-
国
崎
定
洞
か
ら
崎
村
茂
樹
ま
で
」
と
題
し
て
発
表
し
た
（
二
〇
〇
七
年

一‘月、ｉｌｉｏ
ョ唱ぶ＆．ｌ忿・８ョヽ
ｒ
’ｏ
’ｔ訟ｒ
∃ａ
『ｓ
‘ｒ
ョー』。

「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
論
文
発
表
後
、
公
開
講
演
会
で
一
緒
に
報
告
し
た

佐
藤
艇
氏
が
、
そ
れ
ま
で
全
く
証
言
の
得
ら
れ
な
か
っ
た
戦
時
在
独
日
本
大

使
館
関
係
者
の
な
か
か
ら
、
元
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
長
吉
野
文
六
氏
に
私
の

論
文
を
示
し
て
確
認
を
求
め
、
事
実
と
認
め
ら
れ
た
（
佐
藤
優
「
国
家
の
嘘
、

第
で
回
ソ
辿
参
戦
前
夜
」
「
現
代
」
二
〇
〇
八
年
八
月
呼
）
。
さ
ら
に
米
国
国
立
公

文
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
所
蔵
で
、
現
在
で
は
日
本
の
国
会
図
書
館
等
で
も
閲
覧

可
能
な
連
ハ
ロ
軍
抑
収
文
書
の
在
独
日
本
大
使
館
内
部
記
録
中
に
「
崎
村
茂
樹

問題文書（伯林内務事務所佐藤彰三作成）」（Ｗ
　　１１
　ｍＵ
　http://www..ｌｌｌ.
　１１４１１１
　０１１
　　ｌ
　０１１１
　ｌｉｌ
　　ｉｌｌｌｏｌ
　１１１

１
ｔ
ｌ
ｇ
ｍ
ｌ
ｌ
ａ
§
｀
ｎ
ｏ
Ｅ
ｒ
ａ
Ｌ
ｌ
ｏ
ｉ
＆
国
会
図
書
館
議
会
官
庁
資
料
室
所
蔵

Ｍｊｌ
　　ｊｌｏｉ
　１１
　０１１０１１
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　ｌ
　ｉｌｌｉｌｉｉｉｉ５１１１１１１１１１
　１３１１１１１１１１１
　ｉｉ
　ｌ
　　１１
　０
１１１
　　　１１
　ｌ
　　ｌ
　０１１１１１
　　ｌｌ
　　０１１１５１１１１１
　ｏｌ
　ｉｌｌ５１１１１１１１１）を発見し、当時連合国側の

メ
デ
ィ
ア
で
の
み
報
道
さ
れ
、
米
国
諜
報
機
関
（
戦
略
悄
報
局
ｏ
ｓ
ｓ
、
戦
後
の

中
ｎ
ｌ
ｊ
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
に
秘
か
に
記
録
さ
れ
、
枢
軸
国
ド
イ
ツ
・
日
本
側
は
否

定
し
沈
黙
し
て
き
た
「
在
独
日
本
大
使
館
員
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
亡
命
と
連
合

囮
と
の
接
触
」
が
、
史
実
と
し
て
問
違
い
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

４
戦
時
中
立
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
亡
命
者
を
助
け
た
社
会
民
主
主
義

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
「
崎
村
茂
樹
問
題
文
書
」
な

ど
新
た
に
発
見
し
た
資
料
で
、
崎
村
の
「
亡
命
」
の
事
実
関
係
は
か
な
り
明

し
た
「
日
本
経
済
の
新
編
成
」
に
続
く
二
冊
の
本
、
「
日
本
の
農
業
経
済
」

『
日
本
経
済
史
』
を
準
備
し
て
い
た
と
い
う
。

ベ
ル
リ
ン
日
本
大
使
館
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
日
本
公
使
館
は
、
こ
の
問
、

崎
村
の
行
方
を
捜
し
求
め
た
。
ま
た
、
ナ
チ
ス
の
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
腎
察
、
そ
れ
に
連
合
国
側
の
英
国
情
報
機
関
Ｍ
１
６
、
米
国
情
報
機
関

Ｏ
Ｓ
Ｓ
も
、
戦
時
在
独
日
本
大
使
館
口
の
中
立
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ｙ
へ
の
「
亡

命
」
に
注
目
し
、
秘
か
に
追
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
四
四
年
五
月
、
崎
村
の
学
究
的
「
亡
命
」
生
活
は
、
戦
時

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
報
戦
に
巻
き
込
ま
れ
、
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
き
っ

か
け
は
、
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
論
文
で
紹
介
し
た
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
」
一
九
四
四
年
五
月
一
日
付
記
事
「
日
本
人
が
大
使
館
か
ら
脱

走
」
、
「
タ
イ
ム
」
誌
六
月
五
日
号
「
抵
抗
の
方
法
」
と
い
う
米
国
メ
デ
ィ
ア

の
報
道
で
は
な
か
っ
た
。
英
国
の
新
聞
と
戦
時
の
大
衆
宣
伝
メ
デ
ィ
ア
で
あ

る
ラ
ジ
オ
で
の
ロ
イ
タ
ー
電
報
道
だ
っ
た
。

一
九
四
四
年
四
月
二
八
日
、
ゴ
ル
ト
ル
ン
ド
講
師
の
紹
介
状
を
持
っ
て
、

連
合
国
側
有
力
紙
、
イ
ギ
リ
ス
「
デ
イ
リ
ー
・
メ
ー
ル
」
ラ
ル
フ
・
ヘ
ー
ウ

ィ
ン
ス
特
派
貝
が
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
事
情
を
執
筆
し
て
ほ
し
い
と
、
崎
村

の
潜
伏
先
に
現
わ
れ
た
。
「
亡
命
」
中
と
は
い
え
、
平
穏
な
学
究
生
活
を
望

む
崎
村
は
、
面
談
は
し
た
も
の
の
、
反
ナ
チ
論
文
の
執
筆
依
頼
を
断
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
面
談
が
、
「
デ
イ
リ
ー
・
メ
ー
ル
」
五
月
一
日
付
の
「
日

本
人
外
交
官
が
ベ
ル
リ
ン
か
ら
逃
亡
し
て
語
る
」
「
東
條
の
部
下
か
ら
連
合

国
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
記
事
に
な
る
。
ロ
イ
タ

ー
電
で
世
界
に
配
信
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
で
も
放
送
さ
れ
た
た
め
、
リ
ス
ボ
ン
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
陸
軍
武
官
室
や
同
盟
通
信
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
特
派
員
網
も
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
政
府
と
在
独
日
本
大
使
館
に
問
い
合
わ
せ
、
本
格
的
捜
索
に
動
き
だ

確
に
な
っ
た
が
、
肝
心
の
「
亡
命
」
の
動
機
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。

以
下
は
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
論
文
の
そ
の
後
の
研
究
に
も
と
づ
く
改
訂

を
兼
ね
た
、
一
九
四
三
年
九
月
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
崎
村
の
「
亡
命
」
か

ら
、
四
四
年
五
月
ベ
ル
リ
ン
ヘ
の
強
制
送
還
ま
で
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

崎
村
茂
樹
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
入
国
は
、
一
九
四
三
年
九
月
七
日
で
、
計
画

的
な
「
亡
命
」
で
は
な
か
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
当
初
は
日
本
鉄
鋼
統
制
会

の
公
務
出
張
を
兼
ね
た
休
暇
名
目
で
入
っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
九
月
一
〇

日
、
読
売
新
聞
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
特
派
貝
嬉
野
満
洲
雄
が
ベ
ル
リ
ン
に
転
勤

す
る
に
あ
た
っ
て
の
現
地
日
本
人
に
よ
る
壮
行
運
動
会
に
参
加
し
、
偶
発
的

な
事
故
で
足
の
怪
我
を
し
た
。
そ
こ
で
入
院
し
た
病
院
で
、
レ
ク
タ
ー
・
サ

ンドベルグ（ＥＩ
　ｏｌ
　ｏｌ
　ｔｌ
　　ｊｌ
　ｔｌ
　　ｌｉ
　ｊｌ
　ｏｌ
　　ｏｌ
　ｉ１９１
　ｌ
　　１１
　１
　９
　ｉｌ
　ｏｌ
　０５１０１１
　５５１０１０１
　　ｏｉｉ
　　０１１５０１１
　０１１１１１）というスウェーデン人教師と同室

に
な
っ
た
。
す
ぐ
に
親
し
く
な
り
、
空
襲
の
ベ
ル
リ
ン
に
は
戻
ら
ず
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
に
滞
在
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
当
時
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
講
師

で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
民
主
労
働
党
思
想
誌
コ
Ｊ
一
ｍ
ｊ
編
集
長
だ
っ
た
ト

ル
ス
テ
ン
ー
ゴ
ル
ト
ル
ン
ド
が
率
い
て
い
た
反
ナ
チ
知
識
人
亡
命
者
支
援
組

織
に
組
み
込
ま
れ
た
。
四
三
年
一
二
月
初
め
か
ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
日
本
公

使
館
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
状
態
の
ま
ま
、
「
亡
命
」
生
活
に

入
り
、
行
方
を
く
ら
ま
し
た
。

一
九
四
四
年
一
月
に
は
日
本
外
務
省
嘱
託
を
解
任
さ
れ
た
が
、
約
五
〇
人

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
、
一
〇
人
の
ド
イ
ツ
人
、
二
人
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
支

援
を
受
け
、
労
働
市
場
調
査
の
仕
事
も
紹
介
さ
れ
た
。
崎
村
は
、
戦
火
を
離

れ
、
森
と
湖
に
囲
ま
れ
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
、
同
年
輩
の
経
済
学
者
ゴ
ル

ト
ル
ン
ド
や
、
先
に
ド
イ
ツ
か
ら
亡
命
し
て
い
た
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
在
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
者
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
系
教
育
学
者
フ
ラ
ン

ツ
ー
モ
ク
ラ
ウ
ア
ー
ら
の
庇
護
の
も
と
、
ド
イ
ツ
語
で
一
九
四
二
年
に
刊
行

ｊ
̶
ｊ
ｌ
-

す。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
日
本
公
使
館
陸
軍
武
官
小
野
寺
信
と
同
盟
通
信
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
特
派
員
斉
藤
正
躬
が
崎
村
の
隠
れ
家
を
み
つ
け
た
ら
し
く
、
崎
村
は

「
デ
イ
リ
ー
・
メ
ー
ル
」
記
者
の
涅
造
記
事
で
あ
る
と
否
定
し
た
が
、
弁
明

を
迫
ら
れ
た
。
ナ
チ
ス
の
ド
イ
ツ
通
信
（
Ｄ
Ｎ
Ｂ
）
で
の
反
論
ラ
ジ
オ
番
組

が
た
だ
ち
に
組
ま
れ
、
五
月
五
日
に
は
ド
イ
ツ
の
新
聞
に
も
「
崎
村
教
授
は

英
米
に
利
用
さ
れ
た
」
と
い
う
否
定
見
解
が
掲
載
さ
れ
た
。
一
九
四
四
年
五

月
初
め
の
『
ゲ
ッ
ペ
ル
ス
日
記
』
に
は
、
三
回
も
「
崎
村
教
授
の
事
件
」
が

出
て
く
る
。

ド
イ
ツ
の
外
務
省
・
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
か
ら
は
「
東
京
の
ソ
ル
ゲ
事
件
へ
の
報

復
」
（
ド
ィ
ッ
国
籍
の
「
ゲ
ル
マ
ン
人
」
で
あ
る
ソ
ル
ゲ
検
挙
・
裁
判
へ
の

反
発
）
と
し
て
崎
村
の
身
柄
引
き
渡
し
が
要
求
さ
れ
、
在
独
日
本
大
使
館
で

も
［
大
逆
罪
］
の
声
が
あ
が
っ
た
が
、
ど
う
や
ら
同
盟
通
信
斉
藤
特
派
貝
と

鉄
鋼
統
制
会
・
ヘ
ル
リ
ン
事
務
所
長
島
村
哲
夫
が
説
得
役
に
な
り
、
在
独
内
務

省
事
務
所
佐
藤
彰
三
と
ベ
ル
リ
ン
総
領
事
徳
永
太
郎
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に

赴
い
て
五
月
二
三
日
崎
村
を
拘
束
・
拉
致
、
ベ
ル
リ
ン
ヘ
の
「
強
制
送
還
」

に
な
っ
た
。
そ
れ
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
新
聞
・
雑
誌
は
写
真
入
り
で
大
々
的

に
扱
い
、
「
タ
イ
ム
」
誌
六
月
五
日
号
の
記
事
に
繋
が
っ
た
。

以
後
、
ナ
チ
ス
ー
ド
ィ
ツ
に
送
り
返
さ
れ
た
崎
村
が
ど
う
な
っ
た
か
は
、

ド
イ
ツ
外
務
省
史
料
館
所
蔵
の
ド
イ
ツ
政
府
と
在
独
日
本
大
使
館
の
交
渉
フ

ァ
イ
ル
や
現
地
調
査
か
ら
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
論
文
に
記
し
た
通
り
で
、

日
本
大
使
館
に
よ
る
奇
妙
な
身
柄
拘
束
・
軟
禁
・
監
視
が
、
四
五
年
五
月
ド

イ
ツ
敗
戦
ま
で
続
い
た
。
中
国
で
の
崎
村
の
波
瀾
万
丈
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

で
は
省
略
す
る
。
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５
プ
ラ
ン
ト
ら
の
社
会
民
主
主
義
「
小
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

崎
村
茂
樹
の
戦
時
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
「
亡
命
１
　
を
支
援
し
、
生
活
手
段
ま
で

㈲
倒
を
見
て
い
た
の
は
、
中
立
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
民
主
主
義
の
活
勁

家
た
ち
だ
っ
た
。
じ
つ
は
こ
の
こ
と
が
、
崎
村
茂
樹
が
「
大
逆
罪
」
に
問
わ

れ
ず
、
戦
後
ま
で
生
き
残
り
得
た
理
由
の
Ｉ
つ
と
な
っ
た
。

一
九
四
四
年
五
月
二
八
日
、
在
独
内
務
事
務
官
佐
藤
彰
三
は
「
崎
村
事
件

に
関
す
る
調
書
」
を
作
り
、
六
月
一
日
付
で
崎
村
茂
樹
は
「
今
回
ロ
イ
タ
ー

事
件
は
其
の
波
紋
極
め
て
大
き
く
全
く
恐
縮
に
堪
え
ず
」
と
い
う
「
誓
約

書
」
を
書
か
さ
れ
た
。
吏
京
の
外
務
省
本
省
・
参
謀
本
部
に
は
お
そ
ら
く
連

絡
さ
れ
な
い
ま
ま
、
在
独
日
本
大
使
館
内
で
一
件
落
着
が
は
か
ら
れ
た
。
す

で
に
日
本
へ
の
公
電
連
絡
さ
え
困
難
に
な
っ
た
欧
州
戦
線
の
通
信
事
情
も
あ

る
が
、
日
独
同
盟
に
傷
を
つ
け
な
い
配
慮
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
の
過
程
で
、
内
務
省
の
佐
藤
彰
三
、
鉄
鋼
統
制
会
鳥
村
哲
夫
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
陸
軍
武
官
小
野
寺
信
、
同
盟
通
信
斉
藤
正
躬
ら
の
間
で
、
崎
村
の

「
亡
命
」
を
大
事
に
し
な
い
た
め
の
策
略
が
練
ら
れ
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
崎

村
「
亡
命
」
時
の
生
活
費
の
出
所
（
ス
ポ
ン
サ
ー
）
、
そ
れ
に
、
崎
村
の
左

翼
運
動
・
思
想
歴
、
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
共
産
主
義
ィ
ン
タ
ー
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
、
一
九
一
九
一
四
三
年
）
と
の
関
わ
り
だ
っ
た
。

戦
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
本
人
特
派
員
の
多
く
は
、
派
遣
先
取
材
相
手
や
在

外
日
本
人
の
思
想
動
向
を
探
る
諜
報
員
の
役
割
を
果
た
し
た
。
斉
藤
特
派
員

が
佐
藤
彰
三
に
あ
て
た
、
崎
村
の
身
上
調
書
が
「
崎
村
事
件
に
関
す
る
調

書
」
に
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
崎
村
は
「
初
歩
的
な
唯
物
論
の

把
掘
」
は
あ
る
が
、
左
翼
思
想
・
運
動
歴
は
な
く
、
「
亡
命
」
先
の
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
で
も
「
第
三
イ
ン
タ
ー
系
に
は
現
在
ま
で
何
等
交
渉
な
し
」
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
亡
命
者
支
援
組
織
か
ら
月
一
五
〇
ク
ロ
ー
ネ
ほ
ど
の
援
助
を

受
け
て
い
た
が
、
そ
れ
は
交
友
関
係
を
含
め
「
第
ニ
イ
ン
タ
ー
系
統
」
で
あ

る
か
ら
心
配
な
い
、
む
し
ろ
崎
村
を
謹
慎
さ
せ
た
う
え
で
、
彼
の
学
識
を
今

後
も
日
独
枢
軸
国
の
勝
利
の
た
め
に
使
う
べ
し
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
在
独
日
本
大
使
館
も
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
日
本
公
使
館
も
、
崎
村
の

「
亡
命
」
の
背
後
に
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
系
列
の
共
産
主
義
迎
助
が

あ
る
の
で
は
と
疑
っ
た
が
、
彼
は
「
第
ニ
イ
ン
タ
ー
系
統
」
の
社
会
民
主
主

義
の
方
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
と
い
う
、
ま
こ
と
に
日
本
的
・
治
安
維
持
法
的
な

発
想
の
お
か
げ
で
、
崎
村
茂
樹
の
生
命
は
助
か
っ
た
。

小
論
の
問
い
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
論
文
を

発
表
後
、
ド
イ
ツ
現
代
史
の
専
門
家
で
あ
る
永
井
清
彦
氏
か
ら
、
新
た
な
悄

報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
自
分
が
読
ん
だ
ヴ
ィ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ト
の
北
欧
亡
命
期
の

回
想
中
に
、
ド
イ
ツ
の
日
本
大
使
館
か
ら
逃
げ
て
き
た
日
本
人
の
こ
と
が
で

て
く
る
。
そ
れ
が
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
論
文
に
あ
る
崎
村
茂
樹
で
は
な

い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
永
井
氏
も
、
佐
藤
優
氏
と
は

別
に
、
戦
時
在
独
日
本
大
使
館
の
生
き
証
人
吉
野
文
六
氏
に
問
い
合
わ
せ
、

間
違
い
な
い
も
の
と
確
認
さ
れ
た
。

一
九
四
三
-
四
四
年
当
時
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
は
、
ナ
チ
ス
に
追
わ
れ

た
り
、
戦
場
・
占
領
地
か
ら
避
難
し
た
世
界
の
社
会
民
主
主
義
者
が
、
多
数

滞
在
し
て
い
た
。
そ
の
中
心
は
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
亡
命
者
組
織
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
民
主
主
義
的
社
会
主
義
者
の
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
グ
ル
ー
プ
」
が
生
ま
れ
た
。
支
援
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会

民
主
労
働
党
員
を
含
め
、
最
大
時
百
人
に
も
満
た
な
い
、
小
さ
な
国
際
連
帯

組
織
（
別
名
「
ク
ラ
イ
ネ
ー
イ
ン
テ
ル
ナ
ツ
ィ
オ
ナ
ー
レ
」
）
で
あ
っ
た
が
、

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
、
ノ
ル

ＪＩ
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ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
。
ヘ
イ
ｙ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
「
平

和
」
を
求
め
た
社
会
民
主
主
義
者
た
ち
が
集
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
戦
後
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
福
祉
国
家
、
い
や
戦
後
世
界
の
「
民
主
主
義
的
な
社
会
主

義
」
「
差
異
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
行
方
に
も
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。

中
心
的
指
導
者
は
、
亡
命
巾
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
員
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

ヴ
ィ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ト
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
敗
北
後
、
西
ベ
ル
リ
ン
市
長
か
ら
西

ド
イ
ツ
首
相
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
。
一
九
七
一
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

者
で
あ
る
。
こ
の
組
織
を
共
に
担
っ
た
盟
友
の
ユ
ダ
ヤ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人

ブ
ル
ー
ノ
ー
ク
ラ
イ
ス
キ
ー
は
、
戦
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
外
交
官
と
な
り
、

水
凹
中
立
国
の
地
位
を
回
復
、
初
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
党
政
権
の
首
相
と

な
る
。
ち
ょ
う
ど
亡
命
時
代
の
「
戦
友
」
プ
ラ
ン
ト
が
、
西
ド
イ
ツ
で
首
相

に
な
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

匪
界
か
ら
亡
命
社
会
民
主
主
義
者
を
受
け
入
れ
支
援
し
た
ホ
ス
ト
役
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
民
主
労
働
党
貝
の
な
か
の
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
際
主
義

者
た
ち
で
あ
る
。
中
立
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
知
識
人
や
国
際
活
動
の
経
験
者

が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
、
カ
ー
ル
ー
グ
ン
ナ
ー
・
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル

と
ア
ル
バ
ー
ラ
イ
マ
ル
ー
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
夫
妻
の
名
が
あ
る
。
夫
の
カ
ー
ル

は
、
当
時
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商
科
大
学
の
経
済
学
者
で
戦
後
は
通
商
大
臣
を

務
め
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
学
派
の
重
鎮
で
、
一
九
七
四
年
に
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
ー
ハ
イ
エ
ク
と
共
に
ノ
ー
。
ヘ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
。
妻
の
ア
ル
バ
も
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
福
祉
政
策
の
推
進
者
で
、
ユ
ネ
ス
コ
や
国
連
軍
縮
会
議
で
活

躍
し
た
。
一
九
八
二
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
、
夫
と
共
に
終
生
、

世
界
平
和
の
提
唱
者
・
牽
引
者
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
戦
後
社
会
民
主
主
義
・
労
働
運
動
の
国
際
組
織
再
建
（
社
会

主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
、
ス
タ
ー
リ
ｙ
率
」
い
る
ソ
連
と
共
産
主
義
へ

の
態
度
、
戦
後
国
際
金
融
経
済
秩
序
や
植
民
地
支
援
の
構
想
、
信
教
の
自
由

と
国
際
法
、
軍
縮
と
世
界
平
和
の
将
来
が
討
論
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
小
規
模
だ
が
密
度
の
濃
い
国
際
社
会
民
主
主
義
の
亡
命
者

組
織
の
例
会
に
、
た
だ
一
人
ア
ジ
ア
か
ら
、
し
か
も
ナ
チ
ス
の
同
盟
国
日
本

か
ら
の
亡
命
者
が
顔
を
出
し
た
。
崎
村
茂
樹
で
あ
る
。
一
度
だ
け
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
が
、
よ
ほ
ど
印
象
に
残
っ
た
の
か
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
後
の

社会民主主義の閥際連帯と生命力
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第
一
部
延
辺
の
農
村
風
景
と
人
間
地
図

一
-
朝
俳
族
自
泊
州
紀
行
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
一
〇
年

第
二
郎
コ
リ
ア
斯
文

第
１
郎
朝
俳
現
代
史
へ
ｍ
Ｈ
と
歴
‘
児
の
再
創
造

-
Ｉ
「
金
～
成
回
顧
録
」
の
歴
史
認
識
-
-

「
貧
困
」
の
社
会
学
̶
労
働
者
階
級
の
状
態

鎌
田
と
訪
‘
に
四
物
質
的
困
窮
が
生
む
非
人
間
的
な
社
会
を
問
う
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ヴ
ィ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ト
は
、
回
想
に
書
き
残
し
た
。

　

　
１
わ
れ
わ
れ
の
会
合
へ
の
風
変
わ
り
な
訪
問
者
は
、
一
人
の
若
い
日
本
人
だ

っ
た
。
彼
は
、
ペ
ル
リ
ン
の
日
本
大
使
館
で
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
わ
れ
わ

れ
を
見
つ
け
だ
し
た
。
日
本
の
秘
密
警
察
が
彼
を
追
っ
て
い
た
の
で
、
彼
は
、

あ
る
病
院
に
助
け
を
求
め
た
。
そ
れ
か
ら
説
得
さ
れ
て
、
ベ
ル
リ
ン
に
戻
っ

た
。
お
そ
ら
く
は
、
悲
劇
的
結
宋
に
い
た
っ
た
で
あ
ろ
う
。
」
（
Ｍ
Ｈ
Ｏ
ｉ
９

Ｆ
ｒ
ｃ
ｉ
ｉ
‥
ｉ
ｉ
が
｀
ｉ
？
ｉ
ｏ
’
ｚ
ｏ
ｒ
ｓ
：
乱
（
‥
Ｉ
ョ
１
Ｌ
旨
｀
包
。
｀
た
、
永
井
清
彦

氏
提
供
、
貨
重
な
悄
報
を
寄
せ
ら
れ
た
水
井
氏
に
感
謝
す
る
）

無
論
、
プ
ラ
ン
ト
は
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
日
本
人
の
若
い
経
済
学
者

｛
当
叫
。
。
。
八
巌
｝
が
生
き
残
り
、
の
ち
に
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
と
一
緒
に
ノ
ー
ベ
ル

経
済
９
　
賞
を
受
賞
す
る
原
理
的
自
山
主
義
者
ハ
イ
エ
ク
の
日
本
へ
の
紹
介
者

の
一
人
で
面
識
も
あ
っ
た
こ
と
を
。
ま
た
、
当
時
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
大

蔵
次
官
・
ス
ウ
ェ
Ｌ
ア
ン
銀
行
総
裁
ダ
グ
ー
ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
と
も
会
っ
て

い
た
ら
し
い
こ
と
も
。
ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
は
、
国
連
事
務
総
長
時
代
の
一
九

六
。
年
、
コ
ン
ゴ
動
乱
時
に
飛
行
機
事
故
で
亡
く
な
る
。
死
後
に
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
が
授
与
さ
れ
た
か
ら
、
「
亡
命
者
」
崎
村
の
ま
わ
り
か
ら
、
戦
後
五

人
も
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
出
た
こ
と
に
な
る
。

ヴ
ィ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ト
と
社
会
民
主
主
義
「
小
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
を

洲
べ
る
に
は
、
ド
イ
ツ
に
赴
く
し
か
な
い
。
ボ
ン
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
ー
エ
ー
ベ
ル
ト
財
団
に
ヴ
ィ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ト
ー
ア
ー
カ
イ
ヴ
が

あ
り
、
そ
こ
で
当
一
時
の
記
録
が
閲
覧
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
日
、
北

欧
什
会
民
主
主
義
の
歴
史
的
研
究
で
知
ら
れ
る
ク
ラ
ウ
ス
ー
ミ
ス
ゲ
ル
ド
の

学
問
的
原
点
は
、
ど
う
や
ら
博
士
論
文
で
の
「
ク
ラ
イ
ネ
ー
イ
ン
テ
ル
ナ
ツ

ィ
オ
ナ
ー
レ
」
の
研
究
だ
っ
た
よ
う
だ
。

も
っ
と
も
私
の
主
要
な
関
心
は
、
日
本
人
崎
村
茂
樹
と
の
接
触
と
共
に
、

砂

励特く
〈フランス 的 モ メ ン ト 〉 に つ いて
転 換 の ディ ヴ ェ ル テ ィ メ ン ト ２ ２
小 林 康 夫
１ ’

さまよう〈帝国〉
デラシネ備忘録２１
町田幸彦
６

゛ べ ．オガディンに半身を放って
書簡で読むアフリカのランボー５
鈴村和成
１０

コロニアル・グラモフォン
〈沖縄と文学批評〉１２
仲 里 効
１６

当
時
の
米
国
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
局
長
、
ス
イ
ス
の
ア
レ
ン
ー
ダ
レ
ス

（
戦
後
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
）
の
戦
時
諜
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の

社
会
民
主
主
義
亡
命
者
組
織
に
ま
で
及
ん
で
い
た
か
ど
う
か
に
あ
る
。

日
本
で
社
会
主
義
の
国
際
連
帯
と
い
え
ば
、
通
常
「
鉄
の
規
律
」
で
結
ば

れ
た
共
産
主
義
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
系
列
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
。
私
自
身
も
、
そ
の
系
列
の
歴
史
と
「
ソ
迎
邦
防
衛
」
に
帰
結
し
た
悲

劇
を
追
い
か
け
て
き
た
。

し
か
し
、
ナ
チ
ス
に
追
わ
れ
「
亡
命
」
し
た
の
は
、
ュ
ダ
ヤ
人
や
共
産
主

義
者
ば
か
り
で
は
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
は
、
社
会
民
主
主
義
者
も

自
由
主
義
者
も
故
国
を
追
わ
れ
、
世
界
に
分
散
し
て
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
保
っ
て
い
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
「
小
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
も

そ
の
一
つ
で
、
そ
こ
で
プ
ラ
ン
ト
や
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
夫
妻
が
ナ
チ
ズ
ム
打
倒

後
の
世
界
を
構
想
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
や
平
和
共
存
、

国
際
通
貨
体
制
、
貧
困
国
開
発
援
助
、
「
持
続
し
う
る
地
球
」
に
連
な
る
も

の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
共
産
主
義
の
「
現
存
し
た
社
会
主
義
」
亡
き
あ

と
、
そ
れ
は
、
あ
る
種
の
社
会
主
義
の
生
命
力
を
示
す
事
例
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
生
命
力
と
は
、
北
欧
社
会
民
主
主
義
の
福
祉
国
家
に
代
表

さ
れ
る
制
度
設
計
・
政
策
体
系
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
崎
村
茂
樹
の
よ
う

な
無
名
の
日
本
人
を
「
ス
パ
イ
」
と
疑
う
こ
と
な
く
受
け
入
れ
、
そ
の
後
の

運
命
を
心
配
す
る
よ
う
な
、
人
間
へ
の
ま
な
ざ
し
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開
放

性
、
「
差
異
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
で
あ
っ
た
。
西
欧
社
会
民
主
主
義
の
「
原

子
力
」
観
に
つ
い
て
も
、
「
小
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
関
係
者
か
ら
な
ん

ら
か
の
示
唆
が
得
ら
れ
な
い
か
、
私
の
探
求
の
旅
は
、
な
お
道
半
ば
で
あ
る
。

読者の情報提供を、再度お願いする（ＷＷＩ
　ｏｘｕｍ
　１
　　０１１１１１１１１１１
　１１
　　ｏ
　２ｉ
　１１１１まで）。

日本の首相交代劇
ドイツと私３８
永井潤子
２４

普天間の空・普天間の大地はわたしたちのもの
沖縄からの報告２０
知念ウシ
２６

社会民主主義の国際連帯と生命力
一九四四年ストックホルムの記録から
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〈書評〉「文化遺伝子」概念が喚起する想像力
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新川明
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